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■定量調査①
調査⽅法：インターネット調査 
調査時期：2013 年 2 ⽉ 
調査対象：⼀都三県在住 20〜60 代男⼥
     集合住宅居住者 
回答者数：1,590 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⼾建住宅居住者の地域コミュニティに着⽬し、「近所づきあい」「コミュニティ活動」「交流の
場」の 3 つの視点から実態と意識を明らかにした。本レポートは、⼾建住宅居住者のコミュ
ニティの特徴、および近所づきあいに対する意識が⾼いシニア層の地域コミュニティに対す
るニーズをまとめたものである。 

 

■⼾建住宅居住者は、近所づきあいがある⼈の割合が⾼い。 
・ ⼾建住宅居住者は集合住宅居住者に⽐べて、近所づきあいに対し関⼼のある⼈や、必

要だと感じている⼈が多く、実際に近所づきあいがある⼈の割合が⾼い。 
・ コミュニティ活動の中で、「⾃治会・町内会」は⼾建住宅居住者の参加意向が最も⾼

く、必要とされているが、義務的な側⾯が強く、満⾜度は低い。「趣味サークル」「健
康増進サークル」など、⾃主的な活動は満⾜度が⾼い。 
 

■⼾建住宅居住者の⽅が、地域のトラブルを避けたい意識が強い。 
・ ⼾建住宅居住者は、分譲マンションの管理組合のような、仲裁する組織が無く、トラ

ブルの際は当事者同⼠で解決するしかないため、深刻なトラブルを回避しようとする
意識が強い。 

 

■シニア層が求める地域コミュニティは、「セーフティネット」と「カ
ルチャースクール的コミュニティ」。 

・ 70 代以上では特に「孤独死防⽌や防犯」「防災・災害対策」に対するニーズが強い。 
・ 「ウォーキング・散歩」への関⼼は、年代性別を問わずシニア層全般で強い。 
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■定量調査②
調査⽅法：インターネット調査 
調査時期：2013 年 8 ⽉ 
調査対象：⼀都三県在住 
     20〜70 代男⼥ 
     ⼾建住宅居住者 
回答者数：1,453 名 

■定性調査 
調査⽅法：グループインタビュー調査 
調査時期：2013 年 12 ⽉ 
調査対象：⼀都三県在住 ⼾建住宅居住者 
     （⼀部集合住宅居住者含） 
     20〜40 代既婚(離死別含)⼥性 
     50〜70 代既婚(離死別含)男⼥ 
回答者数：36 名 

■定量調査③ 
調査⽅法：インターネット調査 
調査時期：2014 年 2 ⽉ 
調査対象：⼀都三県在住 20〜80 代男⼥
     ⼾建・集合住宅居住者 
回答者数：2,271 名 

※詳細は最終ページ参照




